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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次

第73期

第１四半期

連結累計期間

第74期

第１四半期

連結累計期間

第73期

会計期間
自 平成23年４月１日

至 平成23年６月30日

自 平成24年４月１日

至 平成24年６月30日

自 平成23年４月１日

至 平成24年３月31日

売上高 （百万円） 51,528 58,019 239,086

経常利益 （百万円） 4,818 5,592 24,255

四半期（当期）純利益 （百万円） 2,891 3,347 14,529

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 4,161 5,874 12,972

純資産額 （百万円） 79,164 93,582 88,068

総資産額 （百万円） 144,452 158,823 155,312

１株当たり四半期
（当期）純利益金額

（円） 62.44 71.27 311.94

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益金額

（円） 61.31 70.28 306.33

自己資本比率 （％） 51.0 55.1 53.4

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移につきましては、記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

　
　

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容に

つきまして、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社の異動は、以下のとおりであります。

　

（車体プレス部品事業）

　新規設立：ユニプレス鄭州

　

この結果、平成24年６月30日現在では、当社グループは、当社、子会社20社及び関連会社９社により構成されることと

なりました。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資

者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリス

ク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

　

(1) 業績の状況

当社グループの当第１四半期連結累計期間の連結業績は、前年同期の震災影響が解消したこと、得意先の新車展開

に伴う増産効果及び新規拠点の本格稼動等により、売上高は580億円（前年同期比64億円増、12.6％増）となり、利益

につきましても、当社グループをあげて取り組んでおりますＵＰＳ（ユニプレス生産システム）活動を柱とした合理

化成果も加わり営業利益は57億円（同８億円増、16.4％増）、経常利益は55億円（同７億円増、16.1％増）、四半期純

利益は33億円（同４億円増、15.8％増）となりました。

　
セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

① 日本

当セグメントにおきましては、前年同期の震災影響が解消したことにより、売上高は297億円（前年同期比28

億円増、10.8％増）となり、セグメント利益（営業利益）は28億円（同６億円増、30.5％増）となりました。

② 北米

当セグメントにおきましては、得意先の新車展開に伴う増産効果により、売上高は85億円（同20億円増、

31.4％増）となり、セグメント利益は６億円（同８千万円増、13.2％増）となりました。

③ 欧州

当セグメントにおきましては、売上高は63億円（同４億円増、7.6％増）となり、セグメント利益は７億円（同

１億円減、12.6％減）となりました。

④ アジア

当セグメントにおきましては、中国のユニプレス精密広州の本格稼動等により、売上高は132億円（同11億円

増、9.1％増）となり、セグメント利益は17億円（同３億円増、21.0％増）となりました。
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(2) 財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末における総資産は、得意先の新車展開に伴い有形固定資産が46億円増加したこと等

により、前連結会計年度末に比べ35億円増の1,588億円となりました。

負債につきましては、長短借入金が25億円減少したこと等により、前連結会計年度末に比べ20億円減の652億円と

なりました。

純資産につきましては、利益剰余金が26億円増加したこと等により、前連結会計年度末に比べ55億円増の935億円

となり、自己資本比率は前連結会計年度末に比べ1.8ポイントプラスの55.1％となりました。

　

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業上及び財務上の対処すべき課題はありません。

　
(4) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は６億円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 74,000,000

計 74,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類

第１四半期会計期間末

現在発行数(株)

(平成24年６月30日)

提出日現在

発行数(株)

(平成24年８月９日)

上場金融商品取引所名

又は登録認可金融

商品取引業協会名

内容

普通株式 47,016,673 47,016,673
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数
100株

計 47,016,673 47,016,673 － －

（注） 提出日現在発行数には、平成24年８月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行された株式数は、含ま

れておりません。

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日

発行済株式

総数増減数

(株)

発行済株式

総数残高

(株)

資本金増減額

(百万円)

資本金残高

(百万円)

資本準備金

増減額

(百万円)

資本準備金

残高

(百万円)

平成24年４月１日～
 平成24年６月30日
（注）

56,90047,016,673 35 9,505 35 10,131

（注）新株予約権（ストック・オプション）の権利行使による増加であります。

　
(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成24年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）

(自己保有株式)　 － －

普通株式 4,300　 　

(相互保有株式)　 　 　

普通株式 60,000　 　

完全議決権株式（その他） 普通株式 46,938,900469,389 －

単元未満株式 普通株式 13,473 － －

発行済株式総数 　 47,016,673－ －

総株主の議決権 － 469,389 －
　 　 　 　 　

　

② 【自己株式等】

平成24年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式） 　 　 　 　 　

ユニプレス株式会社
神奈川県横浜市港北区

新横浜一丁目19番20号
4,300 － 4,300 0.01

（相互保有株式） 　 　 　 　 　

株式会社サンエス
静岡県藤枝市岡部町
岡部1200

50,000 － 50,000 0.11

カナエ工業株式会社
静岡県富士宮市
万野原新田3680-9

10,000 － 10,000 0.02

計 － 64,300 － 64,300 0.14

(注) 自己保有株式につきましては、上記のほか、株主名簿上は当社名義となっておりますが、実質的に所有していない株式が1,000株

（議決権の数10個）あります。なお、当該株式数は、「① 発行済株式」の「完全議決権株式（その他）」欄に含まれております。

　

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成24年４月１日から平成24

年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年６月30日まで）に係る四半期連結財

務諸表につきまして、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 11,536 8,323

受取手形及び売掛金 36,686 36,194

たな卸資産 20,482 23,333

その他 10,123 10,158

貸倒引当金 △1 △0

流動資産合計 78,827 78,008

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 16,075 16,030

機械装置及び運搬具（純額） 27,868 27,654

土地 8,281 8,312

建設仮勘定 4,624 6,751

その他（純額） 7,682 10,465

有形固定資産合計 64,532 69,213

無形固定資産 2,084 1,954

投資その他の資産

投資有価証券 4,237 3,859

その他 5,634 5,790

貸倒引当金 △4 △4

投資その他の資産合計 9,867 9,645

固定資産合計 76,484 80,814

資産合計 155,312 158,823

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 20,484 23,092

短期借入金 6,782 3,310

未払法人税等 5,395 2,033

賞与引当金 2,674 1,075

その他の引当金 149 27

その他 15,817 18,590

流動負債合計 51,302 48,128

固定負債

長期借入金 6,655 7,625

退職給付引当金 4,023 3,999

その他の引当金 143 144

その他 5,118 5,342

固定負債合計 15,941 17,111

負債合計 67,243 65,240
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 9,470 9,505

資本剰余金 10,527 10,562

利益剰余金 72,057 74,700

自己株式 △14 △14

株主資本合計 92,040 94,754

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 158 △119

為替換算調整勘定 △9,202 △6,923

在外子会社の年金債務調整額 △134 △129

その他の包括利益累計額合計 △9,178 △7,172

新株予約権 406 392

少数株主持分 4,799 5,608

純資産合計 88,068 93,582

負債純資産合計 155,312 158,823
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

売上高 51,528 58,019

売上原価 42,828 48,517

売上総利益 8,699 9,501

販売費及び一般管理費 3,793 3,791

営業利益 4,906 5,710

営業外収益

受取利息 27 23

受取配当金 22 20

持分法による投資利益 34 43

受取賃貸料 14 39

その他 41 39

営業外収益合計 139 166

営業外費用

支払利息 123 113

為替差損 81 133

その他 22 36

営業外費用合計 227 284

経常利益 4,818 5,592

特別利益

固定資産売却益 5 15

関係会社株式売却益 － 38

その他 0 －

特別利益合計 6 54

特別損失

固定資産処分損 1 46

特別損失合計 1 46

税金等調整前四半期純利益 4,823 5,600

法人税等 1,786 2,058

少数株主損益調整前四半期純利益 3,036 3,541

少数株主利益 145 194

四半期純利益 2,891 3,347
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 3,036 3,541

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 76 △274

為替換算調整勘定 1,013 2,561

在外子会社の年金債務調整額 － 7

持分法適用会社に対する持分相当額 35 36

その他の包括利益合計 1,125 2,332

四半期包括利益 4,161 5,874

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 3,915 5,353

少数株主に係る四半期包括利益 246 520
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

当第１四半期連結累計期間

(自 平成24年４月１日  至 平成24年６月30日)

（連結の範囲の重要な変更）

当第１四半期連結会計期間から、新たに設立したユニプレス鄭州を連結の範囲に含めております。

　

　

【会計方針の変更等】

当第１四半期連結累計期間

(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間から、平成24年４月１日以後に

取得した有形固定資産につきましては、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。

これにより、当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽

微であります。

　

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第１四半期連結累計期間

(自 平成24年４月１日　至 平成24年６月30日)

（税金費用の計算）

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利

益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。
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【注記事項】

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期連

結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次のとおり

であります。

　
前第１四半期連結累計期間

(自 平成23年４月１日

  至 平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間

(自 平成24年４月１日

  至 平成24年６月30日)

減価償却費 3,784百万円 3,088百万円

のれんの償却額 27　〃 27　〃

　

　
(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間（自 平成23年４月１日　至 平成23年６月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月28日
定時株主総会

普通株式 462 10.00平成23年３月31日 平成23年６月29日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日後

となるもの

該当事項はありません。

　

当第１四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日　至 平成24年６月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月27日
定時株主総会

普通株式 704 15.00平成24年３月31日 平成24年６月28日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日後

となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

前第１四半期連結累計期間（自 平成23年４月１日　至 平成23年６月30日）

（単位：百万円）

　
報告セグメント

調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額
(注)２日本 北米 欧州 アジア 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 26,8846,5285,94212,17351,528 － 51,528

  セグメント間の内部売上
高又は振替高

3,386 1 0 92 3,480 △3,480 －

計 30,2706,5295,94312,26555,009 △3,480 51,528

セグメント利益 2,145 617 832 1,4675,062 △156 4,906

(注) １．調整額は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

当第１四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日  至 平成24年６月30日）

（単位：百万円）

　
報告セグメント

調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額
(注)２日本 北米 欧州 アジア 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 29,7768,5746,39113,27558,019 － 58,019

  セグメント間の内部売上
高又は振替高

6,617 0 0 579 7,197 △7,197 －

計 36,3938,5756,39213,85565,217 △7,197 58,019

セグメント利益 2,800 699 728 1,7746,002 △292 5,710

(注) １. 調整額は、セグメント間取引消去であります。

２. セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

　

項目

前第１四半期連結累計期間

(自 平成23年４月１日

  至 平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間

(自 平成24年４月１日

  至 平成24年６月30日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 62円44銭 71円27銭

(算定上の基礎) 　 　

四半期純利益金額(百万円) 2,891 3,347

普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

普通株式に係る四半期純利益金額(百万円) 2,891 3,347

普通株式の期中平均株式数(株) 46,305,191 46,969,715

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 61円31銭 70円28銭

(算定上の基礎) 　 　

普通株式増加数(株) 850,931 656,706

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当
たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在
株式で、前連結会計年度末から重要な変動があった
ものの概要

－ －

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年８月２日

ユニプレス株式会社

取締役会  御中

　

有限責任監査法人トーマツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    原    田    誠    司    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    中    桐    光    康    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているユニ
プレス株式会社の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間
(平成24年４月１日から平成24年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平成24
年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半
期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ユニプレス株式会社及び連結子会社の平成24
年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示して
いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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